
20

かると
◎
特
別
障
害
者
手
当

心
身
に
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

害
が
あ
る　

歳
以
上
の
方
に
支
給
し

２０

て
い
る
特
別
障
害
者
手
当
の
金
額
が
、

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
福
祉
手
当
（
経
過
措

置
）
の
金
額
が
変
わ
り
ま
す

緑
化
推
進
の
一
環
と
し
て
、
市
内
造

園
業
者
に
よ
る
、
『
み
ど
り
市
』
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

５
月　

日
�
〜　

日
�

２２

３０

『
み
ど
り
市
』
の
ご
案
内

市
は
、
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
『
登
別
市
み
ど
り
づ

く
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
発
行
（
不
定
期
）

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
第
９
号
『
種
か
ら
花
を
育

て
よ
う
！
②
』
（
花
壇
づ
く
り
編
）
が

完
成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
今
後
の
家
庭
の

み
ど
り
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
市
役
所
１
階
市
民

ロ
ビ
ー
や
各
支
所
、
市
立
図
書
館
、
ク

リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

消
火
栓
の
点
検
を
行
い
ま
す

室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
は
、
健
康
保

険
と
年
金
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
社
会
保
険
や
厚
生
年

金
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
疑
問
に
思
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月　

日
�　
　

時　

分
〜

１１

１０

３０

　

時　

分

１５

３０

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
社
会
保
険
事
務

所
（
�
◯２４
 

７
１
０
１
）

健
康
保
険
と
年
金
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

近
年
、
急
増
し
て
い
る
心
の
病
気
の

ひ
と
つ
が
う
つ
病
で
す
。

う
つ
病
に
な
る
き
っ
か
け
は
、
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
職
場
環
境
の
変
化
、
学
校

や
職
場
で
の
い
じ
め
、
身
体
の
病
気
に

か
か
っ
た
時
、
親
し
い
人
の
死
、
逆
に

結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
晴
れ
が
ま
し
い

出
来
事
が
、
病
気
の
引
き
金
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

う
つ
病
は
発
見
が
早
い
ほ
ど
治
り
や

す
い
病
気
で
す
。
病
気
が
重
く
な
る
と
、

強
い
劣
等
感
や
自
責
の
念
に
さ
い
な
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
殺
願
望
を
抱
く

よ
う
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
疲
労
感
が
残
る
よ
う
に
な
り
、

気
力
が
低
下
し
、
不
安
や
あ
せ
り
を
感

じ
、
考
え
方
も
悲
観
的
に
な
っ
て
い
る

と
ご
本
人
や
ご
家
族
、
周
囲
の
方
が
気

づ
い
た
時
に
は
、
早
め
に
専
門
家
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

　
　

（
し
ん
た　

内
�
◯８５
 

０
１
０
０
）

２１

『
う
つ
病
は
発
見
が
早
い
ほ
ど

治
り
や
す
い
』

平
成　

年
４
月
分
よ
り
月
額
２
万
６

１６

千　

円
か
ら
２
万
６
千　

円
に
変
わ

６２０

５２０

り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
額
以
上
の

所
得
が
あ
る
方
や
３
カ
月
以
上
継
続

し
て
入
院
し
て
い
る
方
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
障
害
児
福
祉
手
当

心
身
に
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

害
を
も
つ　

歳
未
満
の
児
童
の
保
護

２０

者
の
申
請
に
基
づ
き
支
給
し
て
い
る

障
害
児
福
祉
手
当
の
金
額
が
、
平
成

　

年
４
月
分
よ
り
月
額
１
万
４
千　

１６

４８０

円
か
ら
１
万
４
千　

円
に
変
わ
り
ま

４３０

す
。
た
だ
し
、
保
護
者
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
場
合
な
ど
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
）

特
別
障
害
者
手
当
が
で
き
る
前
の

制
度
で
経
過
措
置
に
よ
り
支
給
さ
れ

て
い
る
福
祉
手
当
の
金
額
が
、
平
成

　

年
４
月
分
よ
り
月
額
１
万
４
千　

１６

４８０

円
か
ら
１
万
４
千　

円
に
変
わ
り
ま

４３０

す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

（
�
◯８５
 

１
９
１
１
）

▼
場
所　

亀
田
記
念
公
園

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

（
�
◯８６
 

２
５
１
１
）

『
登
別
市
み
ど
り
づ
く
り

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

消
防
署
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
、
消

火
栓
が
正
常
に
作
動
す
る
か
を
点
検
し

て
い
ま
す
。

点
検
は
広
報
を
行
い
な
が
ら
、
実
際

に
消
火
栓
か
ら
放
水
し
て
実
施
し
ま
す

が
、
水
道
水
に
濁
り
が
出
た
場
合
は
直

ち
に
中
止
し
ま
す
の
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
消
火
栓
付
近
の
駐
車
は
、
消

火
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

５
月
上
旬
〜
８
月
下
旬

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
署

　
　
　
　
　
　
　

（
�
◯８５
 

２
５
５
１
）

　
　
　
　
　
　
　

（
�
◯８５
 

４
１
１
５
）


